
 平成21年度  平成20年度 増減額

（Ａ） 構成比 （Ｂ） 構成比 （Ａ－Ｂ） 増減率

市 税 202,284 35.2 212,605 38.5 △ 10,321 △ 4.9

地 方 譲 与 税 3,888 0.7 4,045 0.7 △ 157 △ 3.9

利 子 割 交 付 金 647 0.1 865 0.2 △ 218 △ 25.2

配 当 割 交 付 金 213 0.0 289 0.1 △ 76 △ 26.3

株式等譲渡所得割交付金 140 0.0 110 0.0 30 27.3

地 方 消 費 税 交 付 金 11,682 2.0 11,082 2.0 600 5.4

ゴ ル フ 場 利用 税交 付金 65 0.0 68 0.0 △ 3 △ 4.4

自動車取得税交付金 1,255 0.2 2,108 0.4 △ 853 △ 40.5

軽 油 引 取 税 交 付 金 5,400 1.0 5,645 1.0 △ 245 △ 4.3

国 有 提 供 施 設 等
所在市町村助成交付金

32 0.0 34 0.0 △ 2 △ 5.9

地 方 特 例 交 付 金 2,495 0.4 2,714 0.5 △ 219 △ 8.1

地 方 交 付 税 39,073 6.8 45,190 8.2 △ 6,117 △ 13.5

交通安全対策特別交付金 502 0.1 502 0.1 0 0.0

分 担 金 ・ 負 担 金 6,672 1.2 6,652 1.2 20 0.3

使 用 料 ・ 手 数 料 13,203 2.3 13,840 2.5 △ 637 △ 4.6

国 庫 支 出 金 113,376 19.7 87,351 15.8 26,025 29.8

県 支 出 金 14,287 2.5 12,911 2.3 1,376 10.7

財 産 収 入 2,024 0.4 2,345 0.4 △ 321 △ 13.7

寄 附 金 53 0.0 41 0.0 12 29.3

繰 入 金 26,596 4.6 21,673 3.9 4,923 22.7

繰 越 金 4,933 0.9 6,306 1.1 △ 1,373 △ 21.8

諸 収 入 63,328 11.0 59,407 10.7 3,921 6.6

市 債 62,322 10.9 57,203 10.4 5,119 8.9

合           計 574,470 100.0 552,986 100.0 21,484 3.9

　

４ 歳入決算額前年度比較（一般会計）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円、％）

区　　　　　分

・市税については、法人市民税の大幅な減収（△88億2,900万円）等により、５年ぶりのマイナス

となった。（対前年度△4.9％（△103億2,100万円）の減）

・地方交付税については、普通交付税の減（△61億4,300万円）等により、△13.5％（△61億1,700万

円）の減となった。

・国庫支出金については、定額給付金の増（176億9,400万円）、生活保護の増（32億9,600万円）、

若草町地区市街地再開発の増（20億1,200万円）、子育て応援特別手当の増（6億1,300万円）、

障害者自立支援関係の増（4億7,500万円）等により、29.8％(260億2,500万円)の増となった。

・県支出金については、衆議員選挙及び最高裁国民審査の皆増（3億6,900万円）、緊急雇用創出事業

の皆増（3億4,600万円）、県知事選挙の皆増（3億1,200万円）等により、10.7％（13億7,600万円）

の増となった。

・繰入金については、土地開発基金繰入金の皆増（20億円）、地域福祉基金繰入金の皆増（19億円）、

減債基金繰入金の増（8億2,600万円）等により、22.7％（49億2,300万円）の増となった。

・諸収入については、中小企業金融対策預託貸付元金収入の増（60億7,700万円）、都市整備公社貸付

金元金収入の減（△14億7,400万円）、広島高速交通株式会社貸付金元利収入の減(△5億7,300万円)

等により、6.6％（39億2,100万円）の増となった。

・市債については、臨時財政対策債の増（59億7,800万円）、減収補てん債の増（23億9,200万円）、

退職手当債の増（16億円）、小学校整備の減（△23億3,900万円）、リサイクル施設整備の皆減

（△15億100万円）、区役所庁舎耐震化の減(△7億4,200万円)等により、8.9％（51億1,900万円）

の増となった。
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